
 

歴博資料からの「発見」を授業へ  

―南蛮貿易と海域アジアの授業を例にー  
 

関西 大学高等部 宮﨑 亮 太 
 
 
１． 実施学年お よび教科・ 領域  

高 等学校第２ 学年日本史 B 選択者 地理歴史科 ・日本史 B 
 
 
２． 学習のねら いと博物館 の活用との 関連につい て 

（１ ）主題名 歴博資料を 使って南蛮 貿易と世界 の動きを考 えてみよう  

（２ ）ねらい  

高 等学校学習 指導要領の 地理歴史 科（日本史 B ）で は「我 が国の歴史 の展開を諸 資料 

に基づき地 理的条件や 世界の歴史 と関連付け て総合的に 考察させ」 ることを目 標とし 

て掲げてい る。また、 近世の日本 と世界につ いても国際 環境と関連 付けて考察 するこ 

とが 求められて いる。 1 6 世紀はヨー ロッパ諸国 やアジア各 地が相互に 交流を深化 させ る時期であ 

り、世界の 一体化が進 展すること を、資料を 活用して考 察させ、結 果を自 らの 言葉で

表現 させること ととした。  

日 本学術会議 の提言 (注 １ ) では、 日本 史  B  は「 一国史」的 に教える傾 向や教科書 の内 容が非常

に 多いことか ら教科書を 用いて通史 をおさえる 知識詰め込 み型の授業 が多い との指摘

が ある。実際 、少子化で 学校間競争 が激しくな るなかで、 大学受験を 意識し た進度管

理 の下で授業 を進めてい かざるを得 ない面があ る。ゆえに 、日本史を 「一国 史」的で

は なく、世界 史と関連さ せながら授 業を展開し ていくこと にも限界が ある。 一方で、

グ ローバル社 会に対応す る思考力の 育成や言語 活動の充実 が求められ 、探求 型授業を

取 り入れる学 校もある。 本校もその 一つである 。しかし、 知識理解を 中心と した受動

的 な学習のな かでは、生 徒が課題を 設定して問 題解決を図 る探求型学 習を進 めて いく

ことが 難しい現状 もある。  

そこで、 生徒が資料 を活用し、 発見して考 えたことを 主体とした 授業展開が できな 

いかと考え 、南蛮貿易 の単元で試 みた。南蛮 貿易の単元 は、中学校 の教科書で は大航 

海時代前後 のヨーロッ パの状況を 含めて比較 的詳しく取 り扱うため 、基盤とな る知識 

を習得して いるはずで ある。そう した知識を 日本史や世 界史という 既存の枠組 みを越 

えて 結合させ、 知的好奇心 や国際性の 涵養を目的 とするもの である。  

（３ ）博物館と の関連  

本校は立 地から歴博 を見学する という方法 を採ること が難しいた め、歴博資 料を授 

業で活用し た。博学連 携は博物館 を学校行事 や授業に関 連させて見 学すること が多い 

が、博物館 利用以外に 博物館資料 を貸し出し て現場で活 用する方法 により博学 連携を 

模索する動 きが各地の 博物館で起 こっている 。しかし、 どのような 資料をどの 場面で 

活かすかは 教員の力量 に拠るとこ ろが大きい 。そこで、 幅広く現場 で活用でき るよう 

にするには 、博物館の 研究機能を 活かして、 資料とそれ に付随する 研究成果を 通常授  



 

業に反映さ せることが できるよう な博物館資 料の活用の 標準化をは かることも 必要と  

考える。博 学連携の活 性化により 、博物館と 高等学校の 親和性を高 め、生徒は もちろ 

ん教 員の博物館 への関心を 高められる のではない だろうか。  

以上のこ とを踏まえ 、本実践で は「南蛮人 来朝図屏風 」を活用し て日本から 見たヨ 

ーロ ッパ 、「 ティセラ日本 図 」を活用 してヨーロ ッパから見 た日本をそ れぞれ考え させ 

るこ ととした 。また 、2 0 0 8 年度特集展 示と 2 0 1 3 年度企画展 示で取り上 げられた南 蛮漆 器を 1 6 

世紀の 日本を取り 巻く国際環 境を考える 材料として 紹介した 。他 にも第２ 展示 室 の「 大航海時 代のな

かの 日本 」の展 示におい て「 ポルトガ ル語起源の 外来語 」や「 東 アジ ア関係図」 のパ

ネルを 参考にした 。 

歴博のパ ネルは細か い部分まで 非常に参考 になり、そ のまま授業 に活かせる ものが 

多くある。 これも歴博 の研究の成 果であり、 写真撮影も 許可されて いるので教 員が歴 

博を 見学して記 録し、授業 に活用する ことができ る。  
 
 
３． 指導計画［ ３時間で構 成する］  

 

過程  時間  ○学 習活動 ● 学習内容  □指 導上の留意 点 ■評価 の観点  

導 入 1 0 分 ○本時の目標や取り組みの方法  

につ いて説明  

○屏 風について の説明  

●屏 風とは何か を理解する 。 

□ 開始前に班ごとに着席するよう指示 

し、「南蛮人来朝図屏風」(複写)を班 

ごとに配布。また、ワークシート＜資 

料参照＞を全員に配布。 

展開  ５分  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 0 分 

○「 南蛮人来朝 図屏風」を 見て、  

まず 何に注目し たかを発問 。 

○何に注目したかをワークシー 

トに 記入させる 。 

●「南蛮 人来朝 図屏風 」を俯瞰 し、 

全体 の構成を理 解する。  

○ 「南蛮人来朝 図屏風」 を南蛮船 

周辺や南 蛮人行列 などいく つ 

かに 区切り、 班ご とにそれ ぞれ 

違う 部分を観察 させ、 ワー クシ 

ート に記入させ る。  

● 「南蛮人来朝図屏風」の細部を観察 

し、色遣いや描かれている人物のし 

ぐさ、表情、服装、船、町並みなど、 

資料を読み解く材料を集める。 

□「南蛮 人来朝 図屏風 」全体を 俯瞰  

させ ることで 、資料へ関心 を持た 

せる 。 

□「南蛮 人来朝 図屏風 」の細部 を観 

察す るとき 、「き れい 」「派 手 」な 

ど の抽象的 な漠然と した意見 か 

ら出 ると考えら れるので 、どのよ 

うな 点に着目す る か（色遣 い 、屏 

風全 体からみた 位置関係 、人物の 

表情 やしぐさな ど ）という ことを 

ある 程度予め示 しておく。  

■グループワークへ積極的に参加 

し、 活発な議論 を行ってい る。 

ま た 、ワーク シートに小 まめに記 

録し ている。＜ 関・技＞  

■グ ループワー クにおいて 、資料を 

観察 して気付い た点の中か ら 、課 

題を 発見できる 。＜思＞  



 

 

 1 0 分 ○班ごとに観察した部分につい  

て、 ど のような 意見が出た か発 

表。 他 の班の意 見もワーク シー 

トに 記入するよ う指示する 。 

● 班ごとに観察した細部についての気 

付いた点を全員で共有する。 

□班 ごとに気付 いた点を発 表し 、再 

度 全員で細 部にわた っての気 付 

いた 点があるか 確認する。  

ま と め ５ 分 ○班ごとの情報を参考にして屏  

風の 中のストー リー、 屏風 の製 

作者がこ の屏風の 中で最も 主 

張し たいことは 何か、 日本 はヨ 

ーロッパ をどのよ うに見て い 

たの かについて 考察し、 ワー ク 

シートに 記入して くること を 

課題 として指示 する。 また 、 次 

回の 予告をおこ なう。  

 

 
 

過程  時間  ○学 習活動 ● 学習内容  □指 導上の留意 点 ■評価 の観点  

導入  ５分  ○前 時の内容を 振り返る。 また、  

本時 の内容の説 明 

□ワ ークシート の持参を確 認し 、班 

ごと に着席する よう指示。  

展開  1 0 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 5 分 

○前時からの課題としていた屏  

風の ストーリー、 屏風の製 作者 

がこの屏 風の中で 最も主張 し 

たいこと は何かに ついての 考 

察、 日 本がヨー ロッパをど のよ 

うに見て いたのか について の 

考察 を発表させ る。  

●様 々な意見の まとめとし て 「南 

蛮人 来朝図屏風」 が南蛮貿 易を 

テー マとしたも ので、 南蛮 船は 

多くの富 をもたら すもので あ 

った ことを理解 する。 その 上で 

何がもた らされた のかを歴 博 

展示資料 のポルト ガル語由 来 

の日 本語を参考 に理解する 。 

○ ヨーロッパが日本を ど の よ う 

に見てい たのかに ついて 、「テ 

ィセ ラ日本図 」 から考える 。 こ 

□生徒の意見を丁寧に拾い上げる  

よう にする 。また 、それぞ れの意 

見 に対して なぜその ように考 え 

る のかとい う点を掘 り下げて 考 

えさ せる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□班 ごと に「ティセ ラ日本 図 」を配 

布 し、ホワ イトボー ドに大判 の 

「テ ィセラ日本 図」を掲示 。 



 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５分  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 0 分 

の際 、「テ ィセラ日 本図」の 概 

要に ついて説明 を加える。  

○班 ごとに 「 ティセラ日本 図」 を 

観察 し、 気付い た点を班で 話し 

合い、 ワークシ ートにそれ ぞれ 

記入 させる。  

● 「ティセラ日 本図」 がど のよう 

な資 料であるか を理解する 。 

○班 ごとに気付 いた点を発 表し、 

ヨーロッ パから見 た日本に つ 

いて 考えさせる 。 

● 石見銀山が大きく描 か れ て い 

るこ とや、 描か れている都 市が 

キリスト 教布教や 南蛮貿易 の 

拠点 であること を理解する 。 

○ 南蛮貿易で日本から の 主 な 輸 

出品 について、 ど のような もの 

があるか 資料集を 参考にし て 

確認 させる。  

● 南蛮貿易における日 本 か ら の 

主な 輸出品を理 解する。  

○ 南蛮貿易で日本から の 主 な 輸 

出品 のうち、 南蛮 漆器つい て取 

り上 げる。 南蛮 漆器の図版 を見 

て 、 用途や形の 特徴、 材料 など 

気付いて 点を考え させてワ ー 

クシ ートに記入 させる。  

○ ワークシートに記入 し た こ と 

を発 表させる。  

● 各地の影響を受けて 日 本 で つ 

くられた 南蛮漆器 が輸出さ れ 

てい たことを理 解する。  

■グループワークに積極的に参加  

し 、また 、気付 いた点を小 まめに 

ワー クシートに 記入してい る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

□歴 博の平成 2 5 年度企画 展示「時 代 

を作った 技―中世 の生産革 命 

― 」から南蛮漆 器の図版を 複写し 

班ご とに配布。  
 
 
 
 

□全 員ではなく 、複数の生 徒に発表 

させ る。  

ま と め ５ 分 ○アジア海域のネットワークに  

つい て説明を加 える。  

● 南蛮貿易はヨーロッ パ と 日 本 

の間 で行われた のではなく、 ア 

ジア海域 のネット ワークの な 

□ 次回の内容に備え、教科書と資料集を 

予め見ておくように指示する。 

□ワ ークシート を回収し 、生徒の取 

り組 み状況を後 ほど確認す る。  



 

 

  かで主に 行われた 貿易であ る 

こと を理解させ る。  

○次 回の予告  

 

 
 

過程  時間  ○学 習活動 ● 学習内容  □指 導上の留意 点 ■評価 の観点  

導入  ５分  ○前 時の振り返 りと本時の 説明  □ワ ークシート を返却し 、本時に使  

用す るプリント を配布する 。 

展 開 3 0 分 ○大航海時代にいたる３つの海  

域世界成 立と南蛮 貿易につ い 

て教 科書と資料 集、 プリン トを 

使っ て説明し知 識整理を行 う。  

●イ タリア商人 、ムスリム 商人、 

中国商人 がそれぞ れ海域ネ ッ 

トワ ークをつく り上げ、 大航 海 

時代がそ れらを結 び付けて 成 

立し ていること を理解する。 特 

に、 ア ジア海域 ではどのよ うな 

地域が結 合してい ったかを 地 

図で 確認する。  

○ １時限目と２時限目 の 取 り 組 

みを 通して、 自分 で考えた こと 

や他の生 徒の意見 と本時の 説 

明や 教科書、 資料 集を通し て得 

た知識が どの程度 関連して い 

るか 。 また、 関連付けられ ない 

意見で気 になった ことをピ ッ 

クアップ してワー クシート に 

それ ぞれ記入さ せる。  

□世界史と日本史の融合授業とす  

るた め 、事前に 世界史の進 度を確 

認し ておき 、世界史の教科 書と資 

料 集をもと に日本史 にどのよ う 

に組 み込めるか 計画してお く。  

□資料の読み解きと関連させる展 

開と するように 留意する。  

■指示のもとにプリント作業がで 

きて いる。＜関 ＞ 
 

 
 
 
 
 

■これまでの取り組みを通して発 

見し てきたこと が 、教科書 を通し 

た 知識理解 のなかに 位置づけ る 

こと ができる。 ＜知＞  

■資料の読み解きを通して新たな 

問い を立てるこ とができる 。 

＜思 ・技＞  

まと め ５分  ○全 体の振り返 り □複 数の生徒に 全体の感想 を聞く  

□ワ ークシート の回収  

 
 

４． 実践の概要  

1 2 月 の定期 考査後の授 業において 日本史選択 者２クラ ス（ 1 5 名と８ 名 ）を対象 に実施し た。 南蛮貿易の 

単元を選ん で資料の読 み解きを行 ったが、理 由としてこ の単元は中 学校の 授業 を通して比 

較的知識が 定着し、関 心を持って いる生徒が 多いと考え たからであ る。ま た、 ある程度生 

徒にイメー ジが形成さ れている方 が、資料の 読み解きを 通して今ま での既 成概 念を崩すこ 

とや資料を 介した知識 の結合を感 じられるの ではないか と考えたと いうこ とも ある。  



 

＜ １時間目＞  

生徒にとって 屏風とは美 術館や博物 館にあるも のとして捉 えられ、屏 風がある生 活空間 

は想 像しにくい ものになっ ている。そ のため、ま ず屏風の歴 史や機能、 用語など概 略を説 

明し た。  

次 に 、「南蛮 人来朝図屏 風 」の資料 をグルー プ（３人ずつ ）ごとに配 布し 、まず 何が描か 

れて いるか全体 を概観して 気になった 点を挙げさ せた。生徒 は「何か気 が付いた点 や感じ 

たこ と 」という 問いかけに 対して 、「ど のような 答えを教員 が求めてい るのか 」と逆に こち 

らに 質問をした 。このよう に、日本史 Ｂでこのよ うな授業を 行うのが初 めてである という 

こと もあるが、 読み解きに ついて初め は困惑する 様子も見ら れた。読み 解きに際し て教員 

の手 引きをどの 程度まで行 うかは難し いところで ある。  

その 後、屏風を いくつかに 区切って細 かく観察さ せ、グルー プ内で出た 意見をそれ ぞれ 

発表 させ屏風か らの情報を 共有した。 生徒から挙 がった意見 としては、 松が描かれ ている 

点、 肌の白い人 や黒っぽい 人が描かれ ている点、 色遣いに着 目し原色が 使われてい る点、 

南蛮 船と周囲の 船との描き 方に着目し 、南蛮船が 強調して描 かれている 点などであ る。  

この 時間では、 生徒から挙 げられた屏 風からの情 報をこちら が誘導する のではなく 、時 

間を かけて気付 くように留 意した。最 終的に読み 解きをまと める際にも 、最初に生 徒たち 

から 出た意見を 基にしたい という考え からである 。しかし 、生徒から出 る意見を予 測して、 

どの ようにまと めるかをよ り具体的に 考えておく 必要があっ た。  

＜２ 時間目＞  

前 時の課題の うち、屏風 のストーリ ーをどのよ うに考えた か意見を挙 げさせた。 これは 

他の 絵画資料で も見られる ように、こ の屏風が異 時同図法で 描かれてい ることを理 解させ 

るこ とや、細か い気付きを 踏まえた上 で再度屏風 全体の構成 を考えさせ ることを目 的とし 

た。 その上で、 屏風のなか でどこが強 調されてい るか。つま り、製作者 の主張がみ えてく 

ると 考えたので ある。よっ て、次に製 作者の主張 したい部分 について意 見を挙げさ せた。 

そこ では南蛮貿 易やキリス ト教布教に 関する意見 が多く出る と予想して いたので、 日本は 

ヨー ロッパをど のように考 えていたの かという点 について意 見を挙げさ せた。ここ では、 

南蛮 船が来航し 、町が活気 にあふれて いるという 意見が多く 、製作者の 主張につい ては南 

蛮船 によって豊 かになる様 子を強調し ているとい う意見が多 かった 。そのせいもあ ってか、 

日本 がヨーロッ パをどのよ うに捉えて いたか屏風 から考える という点に ついては、 日本の 

ヨー ロッパに対 する憧れ、 ヨーロッパ は日本に豊 かさをもた らす対象で あるという 指摘が 

あっ た。こうし た意見は南 蛮貿易によ って何がも たらされた のかを考え させる良い 材料と 

なっ た。  

「 南蛮人来朝 図屏風」に ついてのま とめとして 、ヨーロッ パ人が多く の富をもた らす存 

在で あったこと について触 れ、具体的 にどのよう なものがも たらされた のかを歴博 第３展 

示室 のパネルを 参考に、ポ ルトガル語 由来の日本 語を例に挙 げて説明し た。  

そ こで、ヨー ロッパ人に とって日本 に来るメリ ットを考え させること とした。材 料とし 

て 1 6 世紀末に イエズス会 士が製作し たとされ る「テ ィセラ 日本図 」を使い 、読み 解きをさ せた 。ねらいと 

しては、描 かれている 都市がキリ スト教布教 と南蛮貿易 の拠点であ ること  



 

と石 見銀山が大 きく描かれ ている点を 理解させる ことである 。こちらの 読み解きは 多くの  

時間 を割くこと ができない ため、石見 銀山につい てはこちら で説明を加 えた。  

ポ ルトガル人 は日本の銀 を目当てに 南蛮貿易を 行い、副次 的に多くの ヨーロッパ 文化を 

日本 にもたらし たという理 解までなら ここでまと めて良いの だが、今回 は日本から ヨーロ 

ッパにもたらしたものとして、銀だけではなく南蛮漆器を取り上げた。これについ て は 

2 0 1 3 年 企画 展「 時代を作 った技― 中 世の生産革 命― 」を参 考にした 。こ の企画展 示の図録 のコ ピーを資料 

としてグル ープごとに 配布し、用 途、形の特 徴などを考 えさせ、気 付いた 点を 聞いた。こ 

こでは、宝 箱のような 形であるこ とからデザ インがヨー ロッパ由来 のもの では ないかとい 

う意見、貝 殻の細工が 施されてい るという意 見、全体的 に派手、豪 華であ ると いう意見な 

どが出た。 そうした意 見を踏まえ 、南蛮漆器 は材料やデ ザインなど 様々な 地域 のものを取 

り入れて製 作されたも のであるこ とや海域ア ジアネット ワークの説 明を加 えた 。世界史で 

習った知識 との結合と 、今まで南 蛮貿易と言 えばキリス ト教や鉄砲 などヨ ーロ ッパの文化 

や産物を一 方的に享受 するという 認識が変わ ったことな ど、生徒の 良い反 応が 得られた。  

＜３ 時間目＞  

こ の時間はま とめとして 、通常の授 業を行って 授業の知識 と資料の読 み解きから 分かる 

こと を整理して 、授業だけ ではなく資 料の読み解 きを通じて 立体的に歴 史を考える ことを 

理解 させること を目的とし た。世界史 の第一次交 易時代から 大航海時代 にいたるま での海 

域ネ ットワーク の形成につ いてと日本 史の南蛮貿 易とキリス ト教の布教 、南蛮文化 の話を 

合わ せて行い、 最後にワー クシートに 振り返りを 書かせた。 本来はグル ープ内で発 表させ 

てグ ループの代 表者にグル ープごとの 意見をまと めて全体で 共有し、質 疑応答に時 間を割 

いて 理解を深め ることを考 えていた。 しかし、ま とめる時間 を確保する とそこまで 及ばな 

かっ た。  

 

 
 

 

ティ セラ日本図 を読み解い ている様子 グループごとの意見を出し合っている様子 
 

 

５． 成果と課題  

（１ ）成果  

・ 普段の授業 では取り扱 う歴史用語 の多さから 、一方的な 知識の伝達 や抽象的な イメー 

ジの 消化になっ てしまって いるが、今 回は資料を もとに自分 たちで発見 したことと 授 

業で の扱われ方 をつなげる ことができ た。生徒た ちはこうし た試みにつ いて新鮮で あ 

った という感想 を多く寄せ ており 、「他の資料も 見たい 」「実物の資料 が見たい」 とい  



 

う感 想も見られ た。  

・ 屏風の色遣 いについて 生徒から質 問があり、 美術の教員 にも関わっ てもらった 。日本 

史と 世界史だけ ではなく美 術など他の 教科との交 流を持つこ とができた 。 

・ 博物館資料 を通常の授 業展開にお いて使うこ とができた 。単発の授 業ではない ため、 

時代 が下って、 例えば「鎖 国」の単元 においても 考えさせる 材料として 授業で話題 に 

する ことができ る。  

・ 南蛮漆器の 研究成果を 授業のなか に取り入れ ることがで きた。博物 館の研究機 能を授 

業に 活用できな いかと考え て今回の実 践を行った 。博物館の 資料を通し た研究成果 を 

教員 との連携に よって生徒 に分かりや すく伝え、 資料に対す る考え方を 理解させる こ 

とに よって、博 物館への関 心を高める ことを今回 の課題とし ていた。今 後もこうい っ 

た試 みを継続さ せていきた い。  
 
 
（２ ）課題と今 後の展望  

・資料の読み 取りはもと より、班ご とに意見を 出し合う学 習に慣れて いないので 、細か 

いと ころまで指 示を出さな ければなら なかった。 しかし、大 まかな指示 で投げかけ て 

しま ったので、 生徒たちが 困惑する場 面もあった 。 

・ 扱う資料が 複数あった ことやワー クシートの 内容など多 くのことを 盛り込みす ぎて、 

消化 不良の感が 否めない。 ワークシー トは授業後 の課題とし たが、授業 を離れると そ 

の場 であったこ とを忘れて しまうよう で、授業内 で書く時間 を設けるべ きであった 。 

・ 資料から日 本史と世界 史の融合を 考えた場合 、日本史の 南蛮貿易と 南蛮文化の 単元に 

世界 史をどのよ うに盛り込 んでいくか が課題であ る。  

・ 1 6 世紀の 大交易時代 の様子を理 解させるの が今回の目 的であるが 、今 後「寛文 長崎図 屏風 」を使って 、

1 7 世紀 のアジア交 易が変化し た様子と比 較した実践 を展開する こと によ り、対比し て考えさせ る。

絵画資 料の授業展 開の継続性 を示すこと で、絵画資 料 の読 み取りが単 発の展開で 、興

味関心 を引きつけ る材料だけ ではないこ とを提示し て みた い。  
 
 
６． わたしの考 える歴博活 用案  

今 回の実践を 踏まえ、高 等学校の通 常授業のな かで扱える 内容にでき るよう検討 してみ 

た。 以下の点を 改善点とし て挙げる。  

・ 授業内で扱 う資料を「 南蛮人来朝 図屏風」に 限定する。  

・ 今回のワー クシートの なかに、先 に時代背景 や概要を講 義した方が 、より内容 が深ま 

った のではない かという生 徒の意見が 複数見られ たことを踏 まえ、先に 内容を説明 し 

た後 に、資料の 読み解きを 行う。ただ し、予め教 えすぎない ことに留意 したい。  

・ 通常授業 の中で は多 くの時 間を 割くこ とが 難 し いと 考え ら れる ため 、 内容 を精 選 する 。 

（１ ）事前学習 （１時間）  

大航海時代 に至る世界 史的背景と 南蛮貿易、 南蛮文化に ついての説 明を行う。  



 

（２ ）本時の展 開（１時間 ） 
 

過程  時間  ○学 習活動 ● 学習内容  □指 導上の留意 点 ■評価 の観点  

導 入 1 0 分 ○本時の目標や取り組みの方法  

につ いて説明  

○屏 風について の説明  

●屏風とは何かということを理 

解す る。  

□開始前に班ごとに着席するよう  

指示 し 、「南蛮 人来朝図屏 風 」( 複 

写 ) を班ごとに配 布。また、 ワー 

クシ ートを全員 に配布。  

展開  2 0 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 0 分 

◯班 ごとに「南 蛮人来朝図 屏風」  

の細 部を観察さ せ、 ワーク シー 

トに 記入させる 。 

● 「南蛮人来朝 図屏風」 を俯瞰し 

た上 で細部を観 察し、 色遣 いや 

描か れている人 物のしぐさ、 表 

情、 服 装、船、 町 並みなど、 資 

料を 読み解く材 料を集める 。 

◯ 班ごとに観察した部 分 に つ い 

て、 ど のような 意見が出た か発 

表。 他 の班の意 見もワーク シー 

トに 記入するよ う指示する 。 

● 班ごとに観察した細 部 に つ い 

て気付い た点を全 員で共有 す 

る。  

◯ 班ごとに共有した情 報 を も と 

に 、 日本が、 ヨーロッパ人 が介 

在した文 化をどの ように捉 え 

ていたか をワーク シートに 記 

入す るよう指示 する。  

● 班ごとに観察した細 部 に つ い 

ての気付 いた点を 全員で共 有 

する 。 

□「南蛮 人来朝 図屏風 」の細部 を観  

察す るとき 、「き れい 」「派 手 」な 

ど の抽象的 な漠然と した意見 か 

ら出 ると考えら れるので 、どのよ 

うな 点に着目す る か（色遣 い 、屏 

風全 体からみた 位置関係 、人物の 

表情 やしぐさな ど ）という ことを 

ある 程度予め示 しておく。  

■グループワークへ積極的に参加 

し、 活発な議論 を行ってい る。 

ま た 、ワーク シートに小 まめに記 

録し ている。＜ 関・技＞  

■グ ループワー クにおいて 、資料を 

観察 して気付い た点の中か ら 、課 

題を 発見できる 。＜思＞  

■アジア海域ネットワークを図示 

し、 何がもたら されたか、 また、 

日 本から何 が渡って いったか を 

確認 する。  
 
 

□班 ごとに気付 いた点を発 表し 、再 

度 全員で細 部にわた っての気 付 

いた 点があるか 確認する。  

まと め ５分  ○本 時のまとめ と次回の予 告  

＜参 考資料＞  

奥平 俊六編  『 新編日本の 美術 2 5 洛中洛外図 と南蛮屏風 』 1 9 9 1 年 小学館 

山根 有三 「長 谷川派の南 蛮屏風につ いて 」『国 華』 1 2 5 8 号 2 0 0 0 年 

杉森 哲也 『日 本史リブレ ット 4 4 描かれた近 世都市』 2 0 0 3 年 山川出版社 

国立 歴史民俗博 物館編 『 歴博』 1 2 2 号 2 0 0 4 年 （財） 歴史民俗博 物館振興会  

九州 国立博物館 編 『じろ じろぞろぞ ろ きゅー はくの絵本 ②南蛮屏風 』 2 0 0 5 年 フレ 

ーベ ル館  



 

日高 薫・小島道 裕編 『歴 史研究の最 前線 美術 資料に歴史 を読む- 漆器と洛中洛 外図』  

2 0 0 9 年 総 研大 日本 歴史研究専 攻・国立歴 史民俗博物 館 

国立 歴史民俗博 物館編 『 歴博』 1 6 0 号 2 0 1 0 年 （財） 歴史民俗博 物館振興会  

国立 歴史民俗博 物館 第３ 展示室（近 世）特集展 示 「もの 」からみる 近世『海を 渡った 

漆器 Ⅰ・Ⅱ』  

国立 歴史民俗博 物館 『時 代を作った 技 — 中世の 生産革命 — 』 2 0 1 3 年 
 

 

（注１）：日本学術会議『新しい高校地理・歴史教育の創造— グローバル化に対応した時空間認識の育成 — 』    201 1 年 
 

 
＜資 料＞ワーク シート  

 

 
 

 


